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グローバルに活躍が期待される
学生諸君へ

2011年12月12日

株式会社 東芝

執行役専務 須藤 亮
（イノベーション推進本部長兼技術統括グループ担当）
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世界最高速
1,010m/分
エレベーター

田中製造所田中製造所

白熱舎白熱舎

芝浦製作所芝浦製作所

東京電気東京電気

東京芝浦電気東京芝浦電気 東芝東芝
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わが国初の電気洗濯機および
電気冷蔵庫を完成、発表

わが国初の
自動式電気釜発売

NANDフラッシュ
メモリを発明

株式会社東芝に社名変更

世界初のHDD&DVD
レコーダーを商品化

合併
東京芝浦電気
株式会社発足

わが国初の日本語
ワードプロセッサ製品化 世界初

ラップトップPC発売

DVD規格

取りまとめ

世界初の「MPEG4」
画像圧縮伸長LSI開発

2004

・WECをグループ会社化
BWR/PWR両方式推進へ
・LED電球発売

2006

東芝の歴史はイノベーションの歴史

藤岡市助
白熱舎を
東京京橋に設立

1890

田中久重
田中製造所を東京銀座
煉瓦街（現・８丁目）
に設立

2009
CELL REGZA発売

2010

白熱電球
製造終了

1955
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現在の東芝の姿

２０１１年３月期事業別売上高実績 ６.４兆円(連結)

社会インフラ
2.2兆円

（34%）

デジタルプロダクツ
2.2兆円

（34%）

家庭電器等
0.8兆円

（13%）

電子デバイス
1.2兆円

（19%）

注）各セグメントは内部消去前
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グローバルトップへの挑戦

2011年度経営方針説明会資料より
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“すでに起こった未来”と“未来予測の最善法”

• 人口、社会、政治、経済、産業、経営、文化、知識、意識が変化する。その変
化が次の変化をもたらす。ただちにではない。そこには、タイムラグがある。そ
れらの変化を“すでに起こった未来”と呼ぶ。

• 20年後、25年後には労働力人口に重大な影響をもたらす。市場を変え、経
済と社会を変える。変化はすでに起こってしまった。

– ピーター・ドラッカー 『創造する経営者』

• 未来を予測する最善の方法は、それを作り出すことだ

- アラン・ケイ アメリカの計算機科学者

メガトレンドを考察し、未来の課題を解決する
商品・サービスを想像し具現化する

顧客価値の高い未来の商品・サービスを創造する
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メガトレンド

生活レベル
の向上
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経済成長の中心が新興国に移行

市場の中心は新興国にシフト

2007 2020

先進国(OECD+)

発展途上国
新興国

先進国(OECD+)

発展途上国
新興国

購買力平価ベースGDPの変化

67.2 兆ドル 102.1 兆ドル

40.1
兆ドル

27.1
兆ドル 49.7

兆ドル

52.4
兆ドル

新興国は
ほぼ倍増

（出典：World Energy Outlook 2010）
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発展途上国・新興国

経済成長の中心が新興国に移行

新興国のエネルギー消費量が激増

（出典：World Energy Outlook 2010）
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新興国の持続的発展
のため、エネルギー
の安定確保は重要
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（出典：「Energy Technology Perspectives 2008」IEA(2008-6-6)
＊ IPCC第4次評価報告書 第3作業部会報告書 カテゴリーⅠ）

環境悪化と対策

CCS（産業）(9%)
CCS（発電）(10%)
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（気温上昇6℃以上）

450ppm 安定化ケース※
(気温上昇2.0-2.4℃）
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エネルギー起源のCO2排出量の予測

再生可能
エネルギー (21%)
発電効率
・燃料転換(7%)

電力利用
効率化 (12%)

燃料転換 (11%)

燃料利用
効率化 (24%)

原子力 (6%)

地球温暖化対策は急務

化石燃料を使う発電
に関わる環境悪化
対策も重要課題に
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先進国では少子高齢化が進行

新興国は30～40年遅れで先進国を追随

（出典：国際連合 World Population Prospect 2008）
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先進国でのヘルスケア
ビジネスが後に

新興国でも拡大する
15.9%
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年代

億
人

204020352030202520202015201020052000
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1

アジアおよび中国の65歳以上の高齢者数の推移

（出典：国際連合 World Population Prospect 2011のデータからグラフ化）

アジア

中国

高齢者の絶対数が増大しヘルスケアの市場に

２０２０年に、アジア全体で、
高齢者数が約３．５億人に
中国だけでも、高齢者数が

約１．７億人に
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イマジネーションを発揮し競合に勝つ戦略を立案・実行

ポジショニング

高い目標設定

勝つシナリオ策定

潜在限界値

現状値

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

競合

目標

現状

高い
目標

競合

InnovationInnovation

競合

ImprovementImprovement

実行

将来のベンチマーク

ポテンシャル追求

イノベーション創出

イマジネーションに基づいたイノベーション
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世界初のラップトップPC
（1985）

日本初の日本語ワープロ
（1978）

世界初のDVDプレーヤー（1996）

身近にある「世界初」、「日本初」の東芝製品

日本初の
白熱電球
（1890）

日本初の
電気洗濯機

（1930）

日本初の
電気冷蔵庫

（1930）

日本初の
自動式電気釜

（1955）

「世界初」、「日本初」の原点は優れたコンセプト
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３Ｄ－ＴＶのコンセプトスケッチ （2002年当時）

研究開発の初期段階から具体的なコンセプトや
シーンを描画し、課題と技術目標を設定

メガネ無しで
迫力のある
３Ｄ映像を
楽しみたい
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3D-TV商品化の
トップチャレンジ

グラスレス3Dレグザ開発、
製品化（2010年12月）

グラスレス３Ｄ－ＴＶ商品化までの歩み

20102002

３人でテーマ
立ち上げ

2005

新聞発表

研究者の「夢」をトップチャレンジで一気に商品化

方式検討
デモ機
開発

インテグラルイメージング方式 2D3D変換視域最適化

専用パネル

東芝グループの
技術を結集

平置きディスプレイでデモ

顧客獲得に奔走
(パチンコ、ゲーム、PC….)

量産技術、信頼性を確立

大型（55インチ）
グラスレス3Dレグザ

製品化（2011年12月）

2011

ＲＥＧＺＡＲＥＧＺＡ ５５Ｘ３５５Ｘ３
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立体視の基本原理

左眼 右眼

左目と右目から入った視差画像が

脳内で1つのイメージに再構成される

ことで立体感を感じている

左右の視差画像を高速に切替えて表示し

それに合わせてメガネのシャッターを交互に

開くことで左右の目に別の映像を見せる

右眼用映像左眼用映像

ヒトがものを立体的に見る仕組み 専用めがねを用いた３Ｄ映像の仕組み
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裸眼３Ｄ方式の比較

視域
視点

インテグラルイメージング方式多眼方式

特定の視点に光線を集中 実際に立体物がある場合の光線を再現

●視点を移動すると画像が不連続に変化

●視点の位置では精細に見える

●視点の移動に合わせて見える画像が
連続的に自然に変化

●精細感が低下しやすい
超解像を応用した
技術で高画質化

テレビとして重要
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日経ウーマン・オブ・ザイヤー2011大賞受賞

「ウーマン・オブ・ザ・イヤー2011」で研究開発センターの福島主任研究員が大賞を受賞

裸眼3Dディスプレイの開発リーダーとしての功績と、

ワーキングマザーとしてのロールモデルが評価される

記者会見に応じる福島さん（左）と
内閣府 男女共同参画担当大臣 岡崎トミ子氏（右）

日経BP社 平田社長から大賞が授与された

表彰式で挨拶をする福島主任研究員（左）
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ＮＡＮＤフラッシュメモリ

1987年に開発，低ビットコスト化で新用途・製品を創出

ビットコスト＝1ビットあたりの価格
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ＮＡＮＤフラッシュメモリのコンセプトと誕生

 磁気ディスクを半導体メモリで代替

レジスタ

キャッシュ
メモリ

主記憶装置

外部記憶装置

フリップフロップ

SRAM

DRAM

HDD

アプリケーションのコンセプト

デバイス開発のコンセプト

ア
ク

セ
ス

速
度

記
憶

容
量

揮
発

性
不

揮
発

性
不

揮
発

性

大記憶容量＆不揮発
が必要

小
大大

速
い

遅
い

◆1984年 一括消去型不揮発性メモリを世界で
初めて開発．「フラッシュメモリ」と命名

一括消去により1メモリセル1トランジスタを実現

◆1987年 世界初のNAND型フラッシュメモリを開発

メモリセル直列接続による配線共通化で，従来
NOR型の1/2以下のメモリセルサイズを実現

衝撃に弱い
大型
読み書き遅い

ビット線 高集積化最優先のデバイス・回路構造
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ＮＡＮＤフラッシュメモリの普及拡大

 ビット単価低減の追求

普及・市場拡大に向けた開発コンセプト

 標準化の推進

◆微細化

◆多値化

1991年 ソリッドステートディスクの共同開発（IBM）
1996年 スマートメディア提案（富士フィルム等）
1999年 SDカード発表（松下電器，SanDisk）

NANDフラッシュメモリ
コントローラ
コネクタ

チップサイズを1～1.5年ごとに
50％縮小

1メモリセルに2ビット（4値）以上
記憶させる技術を開発

*寸法：NANDメモリチップのゲート配線ピッチの1/2

NANDフラッシュメモリの微細化トレンド
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壁一面・高臨場感ディスプレイ

大型軽量壁掛けディスプレー

窓としても利用可能な透明ディスプレー

ホームコントローラ（ルータ・無線LAN)
音像定位スピーカ

画像・熱センター

生体センサー付椅子

超高解像度電子ペーパー

遠隔医療サービス

未来商品コンセプトとソリューション
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クラウド＆モバイルサービス

片手だけで操作できるモバイルリモコン

無線でつながるモバイルサーバ

医療機器の情報を常時見張るシステム

高臨場感を提供するめがね型ディスプレー

大容量不揮発メモリを持ったパーソナルメディアストレージ

急速充電付パーソナルメディアストレージ

未来商品コンセプトとソリューション
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スマートコミュニティ

社会インフラ技術をクラウドで統合

未来商品コンセプトとソリューション
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BEMS

エネルギーマネージメントシステムの開発と国際標準化

統合型スマートグリッド評価システム

ＩＥＣ総会（Council)

評議会１５カ国（CB）

市場戦略評議会 標準化管理評議会

日本代表：平川（東芝）

３つのＳＷＧ
電気エネルギー効率

コンソーシアム等の
合意文書の扱い

システムとしての認証
問題

戦略グループ（SG）
SG1：エネルギー効率
と再生可能エネルギー

SG2：UHV

SG4：定電圧DC

SG3：スマートグリッド
林（東芝）

SG5：アンビエント・
アシスタント・リビング

SG6：エレクトロ・テク
ニカルモビリティ

専門委員会（TC） 94
分科委員会（SC） 80

TC57（電力システム管理及び関
連する情報交換）

TC54（電力設備及び感電保護）

TC59（電気自動車および電動
産業車両）

適合性評価議会

12カ国

国際電気標準会議（IEC）の体制

標準化

モデル化
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Government of f ice

utility company

hospital

insurance 
company

bank
corporate 
of f ice

power 
generation

data centre

次世代情報セキュリティシステム：量子暗号通信

(C) Copyright 2011 Toshiba Corporation

量子暗号通信： 鍵情報を光子の状態に符号化する光通信
• 量子力学の原理に基づく秘匿性 （単一光子は分割不能。観測を行う

と量子状態は変化し、元の状態は再現不能。）
• 機密情報や個人情報の通信が、“絶対安全”

ＬＥＤ： Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ
APD： Avalanche Photo Diode

受信器送信器

単光子検出器

半導体素子（ＡＰＤ）と独自
の自己差動回路による高
感度な単光子検出

－ネイチャーフォトニクス掲載（２００８）
－ネイチャーｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ採録（２０１１）

サイドアタック対策

盗聴者の目くらまし光挿
入による改竄を、阻止す
る光子検出器実現
－ネイチャーフォトニクス掲載（２０１０）

光子ＬＥＤ

量子暗号の通信距離を拡
大できる「もつれ光子対」
を発生する半導体素子

－ネイチャー掲載（２０１０）

量子暗号通信を支える東芝の量子ＩＣＴ技術
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グローバル時代はシステム思考が求められる

従来型製品
（個別最適型）

製
品

モ
ジ
ュ
ー
ル

モ
ジ
ュ
ー
ル

部品

部品

部品

部品

部品

要素還元思考

限定された
設計空間で
の最適な解

インフラ／システム輸出（※）

、ネットワーク
（原子力，水，鉄道，クラウド等）

部品

モジュール

製品

接続・運用・保守・サービス

文化・政策・ビジネス戦略

システム全体の調和
を考慮した技術開発 システム思考

相互作用

※経済産業省 産業構造ビジョン 戦略５分野の１つ
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学生諸君への期待

異文化＆異分野コミュニケーション
人間力

基礎知識・学びの作法
システム思考・コンセプト力

領域の専門知識

専門
知識

Ｔ型、Π型専門家

基礎、学びの作法はしっかり修得

将来システム思考で仕事をすることを意識し、

必要な深さと広さの専門性を修得

社会の要請、社会的責任の理解

産学連携で実用化を目指した研究に触れ、

グローバルなニーズに関心を寄せる

志、価値創出への想いの醸成

専門
知識
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１０年 年賀式

ご清聴ありがとうございました。


